
消毒及び滅菌の基礎と実際（3） 

新生児の保育器の消毒ですが， 
ホルマリン消毒をしていいですか？  その他どのような消毒がありますか？ 
 

 

　伝染病予防法では，ホルマリン（ホルムアルデヒド）燻蒸が推奨されていました．しかし，ホルマ

リンガスは粘膜刺激性があるのみならず，マウスの鼻粘膜に発癌性を示すことが報告されていま

す1－5）．したがって，消毒薬としてのホルマリンの使用は，毒性の観点から差し控えるべきでしょう．

保育器のホルマリン燻蒸や，いわゆるホルマリンボックスの使用は中止する必要があります． 

　保育器の消毒は，できる限り分解・洗浄後に，0.2%両性界面活性剤（テゴー51®，ハイジール®など）

や0.2%塩化ベンザルコニウム（オスバン®，ザルコニン®など）での清拭（図１）や，0.1%両性界面活性

剤や0.1%塩化ベンザルコニウムへの浸漬により行ってください．ただし，ウイルス汚染が問題とな

る場合には，アルコール清拭や0.01～0.02%（100～200ppm）次亜塩素酸ナトリウム（ミルトン®，ピ

ューラックス®など）での清拭や浸漬を行います．ただし，フード箇所にアルコールを使用してはな

りません（材質劣化が生じるため）． 
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図1（未） 

図　保育器の消毒 
　　0.1％両性界面活性剤などでの清拭で行う 
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